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カッパ8型ロケット（7，8，9，11矧幾）の光学的追跡について

一高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（第3S報）一

植村恒義・田中勝也・金沢和夫・黒河嘉昭
　　　　　　　　　1．まえがき
　すでにK－S－6号機の飛しょう実験に成功し，さらに

K－S－7～11号機の観測実験を行なった．

　昭和36年7月21田午前11時42分にK－8－7号
機（発射上下角SO°），昭和36年10月24　El午後
工2時59分および30日午後S時13分に1く一8－8号
機　（発射上下角Sle），91号機　（発射上下角SO°）が

秋田県道川海岸において飛しょ）実験が行なわれた．

またK－S－11号機は昭和37年12月18日午後2時
3分塵児島新ロケット実験場において飛しょう実験が行

なわれた．K－S－7号機およびS号機は宇宙線および
電離層の観測を行ない，K－8－9一号機は　1〈－8型として

第2回目の夜間飛し一：う実験を行ない，電離層および
大気光層観測を行たった、K－8－1ユ号：機（発射一ヒ下角

’79°）1之鹿児島での初の実験で，ガイガーカウンタによ

る宇宙線の槻測，地磁気を利用した姿勢計による飛しょ

うrl“のロケットの姿勢測定を行なうと同時に，新しく開

発された電離∫1滑内の雑音を観測する受信装置の機能試験

を行なつた．

　執田においては，中央・高速度カメラ観測点に，鹿児

島においては第1，2光学襯測室に各蓮の追跡装置を配
置して追跡撮影を行なった．1〈－S型ロケットの特性を

ここに報告する．

　　　　　　　　　2．撮影装置
　第1図（a），（b）に，私：田・鹿児島両ロケット実験場の撮

影配置図を示す．われわれ光学観測班はロケットのラン

チャ離脱付近の特性を解訴する目的で，16　rnm　i冒速

度カメラを使用し高速度カメラ’観測点に設置した．ま

た同襯測点に35mm　Bell＆Howel1撮影機も1乏置iし追
弥Lた．二のタト：ll央観測点において15倍追跡装置を用
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恥トヂ1　葺攣里蝉野鱗欝諜義嚇難綜
i1｛　　　1　1　　奨曇淫総ぞ鰯黙驚蓋1このため発射後雛

　鼠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K－8－9号機は夜1司亨1起しょ　うで発鮒後43秒で旋回角

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が発射方向から北へ6°偏より飛しょうした・K－3弔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号機は鹿児島で行なわれ旋回角1の，僖仰角（cr）一葺調

1・。・　　　　　　　　　　　識膿霧錦『憲霞器罫1鱒鷹蕪磁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．ロケットの発射方向は箪1光学観澗室とランチ繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を総肪向より南へ2。・偏より発射された．こDSラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なわけでロケソト発射方向真うしろがら追跡できず・華

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　ヨ　　諦ト’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4図にあるように旋回角は時問とともに20S近つい㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくのである，K．8．11号機醗身撤約4G秒で難声

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向より南へ3°偏より飛しょうした．

1幻　　　　　　実鼠翫謡鴎蕪摯厚灘壽婁1

乳、　　　　　　　　　脆騰繍饗論麓聡あ吉畢？鷺1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡するには現在の装羅では無理であるカ；，観測結果魏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿惣灘翻改隷評誓灘言

仁…魚＿抑為・譲るた糊コしたい・（1963年5月蝉

繊験には丁胴測点’　’i：匡卿譲験におい’嫡τ4撫

測点を都合に川1搬できt・Cかったので・飛し・う輪

を求めることがで幸なかった．

　　　　　　　　4．　観測結果の解析

　a）ランチャ付近の特性解析　16mmプリズム式高遠

度カメラの聯では，°ケー；’　Fのランま繧賄近・状

況を得た・撮影速度はカメラデータに1”i己したとおり一n

ケットの推進速度に応じ・約200Dコマ／秒で行なった．

その解析結果を第2図に示す・第2図はロケットの変粒
（L）一時閲（T）曲隷“e撮影したフィルムかr）　一・　＝　？一一．コ

マ測定したものである・7号機および8号機はフラフシ

ュに点火してから・約0・53秒してランチ＋を離脱して

いる・また・11号機ではフラッシュに点火してから約

O・　5G秒して・ランチ＋を離脱している・ロケ・；トの聖

進開始は，ロケットの総重：罷く計測機器を含む）および

発射角度等により異なるが，8型ロケットでフラッシュ
が点火して一一番長いものでO・　02秒後発進開始している．

この変位時問曲線にあげた3棲はほぼ一致した値を示し

ている・この外に秋田実験場において・夜問飛しょう翼

験にK－8－9号機が打ち上げられたが，発射時における

照明ができず解祈することができなかったが，火焔およ

びロケットの推進状況等から他の8型ロケ’7トにほぼ一

致することがわかったのでここに記載しなかった．

　b）追跡装置による飛しょう軌跡の解析　今回の躍
ロケット飛iしょう実験では秋田・鹿児島1爾実最魚場におい

ても中央観測点・，第1光学観測室のみ1用設したので，ロヶ

ットを後方よD追跡した仰角｛α），旋回角（の一時悶1：Tl

曲線をえた．第3図は秋田実験場・での中央観測点から追

跡撮影した旋回角（の・的仰角（α）一時問（T）特性を示

すものである．ロケソトの発射方向はランチ＋点と中宍
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